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を振 り返 りながら､説明することにする｡ (§I-Ⅴ)
エン トロピー減衰に関しては､P.S2ePfalusy等日が絶対連続Lebes糾e測 度が存在す






























『 Tを確率空間 (E2,V,P)上の保測変換､千を確率空間 (盲,守,早)上の保測変
換とする｡
それぞれ測度 1の集合 f28(Vと古 B(守及びE20から盲 Bの上への写像号が存在し､
次の性質を持つとする｡
1)写像 Eは 1対 1である｡
2)もし 4･⊂t28 かつ 首⊂書中 ならば ､ 申∈中 のとき､そのときに限 り
首(甲 であ り､この場合P(◎)=早く首)
3)E2B⊂T~1E2匂 (すなわち E28⊃TE20)
凱 ⊂ 7 -1雷 B (すなわち 首B⊃千百8)
であり;最後に Q BのすべてのtJに対して モTu=千号u
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P tqDl0_1,a_2, ･･･,0_n) =P(qO)
であるから､
h(T)-h(中 ,T)=- ∑iP(cri)Log[p(qi)]
となる｡ Tを推移行列 pjiに対応するMarkov変換とする｡このとき､P 〈oOIa_I,















させると軌道は､ (α1, α2, ･･･,αm〉なるアルファベットの列として表現される
ことになる｡従って､ n回の複合実験によって得られるシンボル列 O n=(01,02, ･
･･,α｡)の結合確率をP(0.)で表せばn-サイトのエン トロピーは











に対 し､ nサイトのエン トロピーH(On)は非減少関数でありn-ナCOでnに関し線形に増
加する｡我々が注目しているエントロピー減衰とは､サイ ト数n (実験回数)の増加に
ともないnサイトのエン トロピーH(On)の増分すなわち条件付きエン トロピーH(on.

















































入～ 入8e+0(C2) , 入B=0.4


































k-Sエントロピーはnサイトエン トロピーH(On)の nについて 1次のオーダーでの
発散の度合を表したものである｡従って､ 1次よりも低次の発散はK-Sエン トロピー

































㊥ 準周期運動の場合臥 K-Sエン トロピーは､周期運動と同じく0であるが､その
減衰の仕方はn》 1 で巾的に振舞うo
H(8.)≡ logくn) (n》l)





⑥ Hくけ n..Ion) - K-S=const･exp(一入n) (n》1)
@ H(on.IIOn) - K-S=const･n-r (nljl)
Markov型では､有限サイトm8で定常となる｡
⑤ Hくけnり 10.) - K-S=0
-588-
くn>m8)
｢カオスとその周辺｣
定性的には､指数的減衰と巾的減衰がある｡指数的減衰の場合､減衰率の逆数程度で
Markov型のずらしで近似することが可能であるが､巾的減衰の場合には､そのような特
徴的長さがないことから､Markov近似ができない｡
このように､同 じ乱雑な過程でもその確率構造の複雑さは異なる｡すなわち､K-S
エン トロピーが同 じでもMarkov近似ができる系とできない系がある｡この二つの違いは､
紘-Sエン トロピーだけに着日していたのでは区別することができない｡我々は､エン
トロピー減衰を見ることにより､2つの定性的な確率構造の違いを見ることができる｡
この定性的な違いは､臨界点において観測される｡すなわち､臨界点ではエン トロピー
は巾的減衰を示す事が解 り､臨界点でのエン トロピー減衰はスケール不変になる｡従っ
て､エン トロピー減衰はカオス臨界点を理解する上の手がか りとなると考えられ､この
観点からエン トロピー減衰を考えることも重要な問題である｡
エン トロピー減衰のローレンツ系に関する現段階の結果は､指数関数的減衰を示す傾
向にある｡ しかも減衰率が大きいことが予想され､ローレンツ系は3-5重Markov過程
で近似可能である｡ このことから､ローレンツ系をMarkov過程近似で表現することによ
り､実際のローレンツ系の振舞い (相関関数など)を比較 し考察することも今後の課題
である｡
K-Sエン トロピーはサイト数nに対し1次の発散の度合を表す豊であるが､これよ
り低次の発散については何も語らない｡すなわち､サイ ト数当りのエン トロピーが発散
するしないに関わらず､K-Sエン トロピーは0となる｡ しかし､周期運動やMarkov過
程のように有限サイトでサイト数当りのエン トロピーが一定値になる系と､低次ではあ
るが発散する系では明かに異なる｡ このような発散は､周期運動-カオス転移の晦罪点
や､準周期運動で現われた｡準周期運動については､分割方法の問題などもあ り回転数
が黄金比の準周期運動に特別な違いは現れていない｡カオス転移の観点に立てば､これ
らにもエン トロピー減衰に違いが現われると考えられるが､この点に関 しては今後､明
らかにしなければならない｡
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